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4,250

7

啓発物品配布部数

202

種　別 指標の名称 (単位)
（３０年度）

２５年度

人

　決算額　　(単位：千円) 201

２６年度 ２７年度

165

165

成果指標
感謝状贈呈数

3,409　人にかかるコスト（人件費など）

　相互扶助と博愛精神による自発的行為のため、効率性を上げていくのは難しい。

3,153

2

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 3,611

0

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

70

4,500

3,000 3,730人

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

　誰かの献血、善意により成り立っている事業のため、今後も献血の呼びかけ、知識の普及啓
発に努めていく。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

　安定的な供給と適切な使用を推進していくためには、行政の関与が必要である。

維持

評
価
結
果

　献血者1人1人が心の充足感を得られ、継続して献血していただくよう区長名の感謝状等を贈呈している。

3 　法律に基づき、実施されている事業のため、代替え手段はない。

3必要性

今後の方向性
拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

2,715

0

0

196

0

1,219

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

財源項目

(単位：千円)

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

1,415

1,415

0

3,611

0

2,715

事業対象

事務事業名 献血推進普及啓発

　

生活衛生課

行政計画 事業NO. ― 計画事業名
事業の開始・終了年度

（行政計画外事業）

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

法令（義務） 〔法令等名〕

 [施　　策]

事業区分

情報発信・収集、イベント

平成２８年度　事務事業評価シート

　安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律
　移植に用いる造血幹細胞の適切な提供の推進に関する法律

根拠法令等

目的達成度 3

効率性

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
72

　安全な血液製剤の安定供給の確保及び適正な使用の推進を図るための啓発事業を実施することで、区民の献血に
対する理解と協力を得る。

196

0

66

なし

　①５０回以上の献血功労者に対し、感謝状と記念品の贈呈
　②献血啓発品の配布
　③愛の献血助け合い運動、二十歳の献血、春季キャンペーン、骨髄バンク推進月間への協力
　④区役所正面玄関前での献血の実施
　⑤献血及び骨髄バンク普及啓発講演会を小・中学校へ出前

補助金の有無

献血者数

　作業の流れを見直す事で、合理化を図り、コストを削減できた。

0

10

2,845

5

事
務
事
業
の
実
績

所
管

健康部

年度

委託内容
なし

箇所献血会場数 67

0

2,550

個 4,700 4,200

長期総合
計画体系

 [基本目標]

一般区民

昭和

年度[終了予定]

 [小　　柱]


